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直線運動機構を利用した免震装置の研究

一第3報 原子力発電所の電気計装盤への応用-
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1. ま え が さ

本研究では,屋内軽量機器用の免震装置として考案さ

れた直交する2組の直線運動機構を用いる免震装置につ

いて,前2報(1)I(2)に述べたように,試作実機にトップヘビ

ーな実験用機器モデルを搭載して正弦波と地震波による

加振実験を行い,その応答解析を行って,本免震装置の

振動特性を明らかにするとともに,十分な免震効果を確

認した.研究の次の段階では,本免震装置の原子力発電

所の電気計装盤への応用を検討するために,振動実験と

応答解析を行った.本報告ではその結果について述べる.

2.原子力発電所用計装盤搭載による振動実験

本免震装置の原子力発電所用計装盤への応用を検討す

るため,図1に示すように,これまでの実験に用いてき

た試作機に耐震試験用の模擬盤を搭載して振動実験を行

った.この模擬盤の外形寸法は1350WxlOOODx2300H

図1 原子力発電所用計装盤を搭載した免震装置の振動実験

mmであり,その内部には実盤を忠実に模擬するように

ダミーウエイトが取り付けられており,総質量は1200

kgである.免震装置のばねとオイルダンパも搭載質量の

変更にともなって取り換えられた.ここで,搭載状態で

の電気計装盤を剛体としたときの系の固有周期をT(式

(9)参照),さらにオイルダンパを線形に取り付けたとし

たときの臨界減衰比をEl'(式(10)参照)とすると,この

供試体での TとEl'は,Ⅹ方向(下側レール方向)で T-

3.75S,El'-3.4,y方向(上側レール方向)でT-3.63S,El'

-3.5である.また,みかけの摩擦係数β(式(ll)参照)

もこれまでの実験と同じ0.02に設定された.

実験は水平 ･鉛直二方向同時加振が可能な大型振動台

(三菱電機(樵)伊丹製作所)を用いて行われた.水平加振

の方向は免震装置のⅩ方向だけとし,盤は奥行方向が加

振方向となるように免震装置のテーブルに取り付けられ

た.

図2に実験結果の一例を示す.同図は,大船渡 (1978
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図2 水平･鉛直二方向同時加振の場合の応答波形 (大船渡･

E41oSとUD記録を入力した場合)
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